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2 題材について

2学期に,「くらべてみよう」という学習の中で,「長さ・短さ」「太さ哘羽さ」「広さ・狭さ」「高さ・

低さ」「重さ・i経さ」などについて,グループ毎に「くらべる」という学習に取り想み,どのように比

べるか,何を比べるかという学習を行0た。子どもたちは,色々な場所に行ったり,ものを持ってきた

りしながら,比べる姿がたくさノν見られた。Ⅲ高さ・低さ」「太さ・細さ」は,「長さ・短さ」と仲間で

ある』が,『「重さ・軽さ」や 1速さ・遅さ」』は比べるのが難しい。『「多さ・少なさ」は,「数と量の両

方ある。」』などの意見が出された。「大きさ・小ささ」については,発表者は,「長さの伸恬上と言った

が,子どもたちの中では,「それだけかな。小さくても重いものもあるし,大きくても軽いものもある」

と言った疑問が出された。 2学期の学習では,そこまでで学習を終えたが,この場面をもう一度取り上

げようと芳えた。

今回は,学習の中で,暖昧さが残った,「大きい・小さい」という言葉の意昧をこれまでの学習を想

起しながら考えていくことにする。「大きい・小さい」という言葉は,子どもたちにとってとても,日

常的でよく使う言葉である。しかし,算数では,「何を基準に,大きい,小さいとするか」その条件を

明らかにtることが必要になる。そこで,敢えて暖昧な「大きい・小さい」という言葉を持ち込むこと

により,大きさを比べるときに,どんな視点が大切なのかを,子どもたちの対話を通して苦えていくこ

とにする。その後,実際に,具体的操作を伴う活動を行い,量についての,測定や比較に対する素地を

養うことを月的とする。この授業を展開tるに際し,事前に「大きい・小さい」という学習をtること

を子どもたちに伝え,使0てみたいものを持ってくることにした。このことは,子どもたちが「大きい・

小さいJ を比べるときに何が必要か,何が比べたいことか等,一人ひとり違ってくるだろう。持ち込ま

れたものをもとに,比べる時に大切なことをキーワードとして挙げ,授業をどのように組み立てていく

かをぢえる。子どもたちが,自分たちの学びとして,学習を作ることも,学習を噛分事」として向き

あうことができる意欲を育てていけると芳えている。

おおきさくらべ

40

授業者冨田京子

3 学習指導計画(1時間目/全5時間)

第1時大きさくらべをtるときに必要なことは何かを整理し,学習の計画を立てる。(本時)

第2・3・4時自分たちが立てた学習の計画に沿って学習を進める。

第5時まとめ

4 本時の学習について

(1)本時のねらい

大きさや小ささを比べるときに,何が必要かをいくつかの条件を整理し,学習の計画を立てる。

(2)予想される本時の展開

鄭分たちの持ち込んだものを紹介しながら,仲
Π打分分けを行う

主な学習活動と子どもの姿

仲間分けされたものから,

めていくかを芳える。

これからの学習の計画を立てる。

どのように学習を進

持ち込まれたものが,なんのためにかを苦え分

類する。(伊上比べるための道具,比べたいも
の等)

ただ,比べる活動をするだけでなく,「大きい・
小さいJ について,どのようなことが必要かを

鳶爺哉させる。

学習の計画をはっきりさせ,見通しをもって,

次時からの学習に向かえるようにtる。
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